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抄録 

葉を糖の水溶液に浸すことで紅葉を人為的に誘導することができる。そこで糖の濃度・光の有無

によって赤色の色素であるアントシアニンの生成量が変化するのか調べた。糖の濃度を大きくして

いくとある一定の濃度まではアントシアニンの量が増加し、その濃度を超えるとアントシアニンの量

は減少していった。また光を当てた葉の方が、アントシアニンが生成されやすいことも分かった。 

   

１．研究の背景と目的 

  先行研究から糖によって人為的に紅葉（赤色）を誘導でき、葉の変色度合いが糖の濃度で変化

することが分かった。そこで私たちはアントシアニンの量とスクロースの濃度・光の関係を調

べ明らかにし、葉を人為的に紅葉させる際の指標になると考えた。 

   

２．方法 

 予備実験ではオオカナダモ・サクラ・カエデの３種類の葉を用いて糖によって人為的に紅葉を起こす

ことができるか調べた。次にオオカナダモを用いて糖の濃度を１％ずつ増やし、光の有無を変えてアント

シアニンの生成量の変化を調べる実験を行い、比較した。 

  

３．結果 

 サンプル数が少ないため正確性が低いが、糖の濃度・光の有無によってアントシアニンの

生成量が影響されることが分かった。光を当てた場合、0～5％までは正の相関(図 2)が見ら

れ、5～10％（図３)では負の相関が見られた。また、光を当てなかった場合は光がある場合

よりも糖の濃度によるアントシアニンの量の変化は小さかった。 
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 （図１）                    (図 2)          （図３） 

４．考察・結論                   

私たちは糖の濃度に比例してアントシアニンの量が増えると考えたが、違った。これは紅葉

が始まる際の糖の最適濃度があるからだと考えられる。また、光を当てた方が紅葉を誘導しや

すいとわかった。 
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